
環 境

南海電鉄グループ 中期環境目標

2017年度の目標と実績2018年度～2020年度の計画

泉北高速鉄道　年間環境目標

2018年度の目標と計画

環境目標 目標値※1 主な環境目標達成計画

原単位で過去最少値を維持※2
（1.80kWh/km）

・客室灯をLEDに取替
・省エネ車両の優先使用鉄道車両で使用する電力の削減

原単位で対前年度※3
▲1％（11.15ℓ/m2） ・鉄道現場事務所空調機更新その他エネルギー使用量の削減

原単位で対前年度※3
▲1％（8.11ℓ/m2） ・東大阪トラックターミナル事務所の照明器具をLEDに取替省エネ法努力目標

（年平均▲1%)の達成

過去最少値を維持
（73千m3） ・東大阪トラックターミナル手洗いの自動水栓化水の使用量削減

過去最少値を維持
（1,136千枚）

・両面コピー・裏紙利用の徹底
・職場内の連絡、通知文書等は電子データを活用コピー用紙の使用量削減

種別 主な取り組み計画

排水の水質測定、冷媒漏えいの監視、廃棄物処理業者の管理等の継続実施環境法規制の順守

鉄道騒音の低減、印刷物の再生紙使用等の取り組みを継続実施その他環境影響の低減、管理

各駅、流通センターの周辺での環境美化活動を継続実施ＣＳ向上

企画券等の発売、特急PRを通じた潜在需要の掘り起こしを継続実施お客さまの誘致

ICカード利用促進PRを継続実施お客さま利便性の向上

北大阪トラックターミナル新1号棟の着工、再開発計画の策定流通センターの再開発

「コンプライアンス啓発実施計画」に基づく取り組みＣＳＲ対応

経
営
計
画

※1 目標値は全社合計。ただし、駅舎内の店舗や東大阪・北大阪流通センターに入居されている各社が専用で使用するものの一部は除きます。　
※2 鉄道車両で使用する電力の原単位は、車両走行キロ当たり電力使用量です。
※3 その他エネルギー使用量の原単位は、使用延床面積当たりエネルギー使用量（原油換算）です。

なお、環境目標達成計画と主な取り組み計画は、計画通り実施しました。

環境目標 目標値※1 実績範囲

原単位で過去最少値※2
（1.83kWh/km）

電車走行用電力
車内の照明や冷暖房の電力鉄道車両で使用する電力の削減

原単位で対前年度※3
▲1％（11.5ℓ/m2） 全社

(駅、本社、流通センターなど)

その他エネルギー使用量の削減

原単位で対前年度※3
▲1％（8.4ℓ/m2）

省エネ法努力目標
（年平均▲1%)の達成

過去最少値を維持
（75千m3）水の使用量削減

原単位で過去最少値を下回る
（1.80kWh/ｋｍ）

原単位で対前年度
▲2.8％（11.26ℓ/m2）達成

原単位で対前年度
▲3.1％（8.19ℓ/m2）達成

過去最少値を下回る
（73千m3）全社

過去最少値
（1,170千枚）

過去最少値を下回る
（1,136千枚）全社で使用するコピー用紙コピー用紙の使用量削減

主要施策 中期環境目標 2018年度の主な施策 

（１）南海電鉄グループのＣＯ２排出量を１２％削減する。
（対2013年度）

（２）再生可能エネルギー（水素エネルギーを含む）
の活用とＢＣＰ対応機能強化 

（２）南海電鉄グループにおける環境法令順守管理
体制の確立

（３）なんかいの森を活用した新たなオフセットクレ
ジットの取得

駅を拠点としたまちづくりの一環としたなんばエリア
または沿線におけるスマートシティ形成に向けた
準備活動 

（１）ＩＳＯ１４００１のもとでの環境マネジメントシステム
の改善向上とより主体的な運営体制への移行
検討 

（３）環境ボランティア活動（ＥＣＯニストプログラム）の推進
ＥＣＯニスト認定 毎年100名
ＥＣＯニストアドバンス認定毎年35名
ＥＣＯ検定合格 毎年35名 

ＥＣＯニスト活動12回
ＥＣＯニスト認定100名
ＥＣＯニストアドバンス認定35名
ＥＣＯ検定合格累計277名 

（２）生物多様性保全と農業事業の共同展開 

（１）沿線エリアでのビオトープ活動の拡充

南海電鉄グループのＣＯ２排出量を８％削減
（対2013年度） 

再生可能エネルギー事業計画の確定（１件） 

各プロジェクトの付加価値向上に資する環境施策を 
テーマとした各事業部門との定例会議を開催 

年4回の多奈川ビオトープ企画運営会議の開催による
新たな管理計画の決定と計画に沿った活動の実施 

農園事業とビオトープを融合させた事業を展開するため
の候補地を選定

（１）ISO14001認証審査における更新審査と認証継続

（１）統合報告書への移行 
（２）統合報告書作成に向けた社内ワーキングの開催 

（１）統合報告書を視野に入れたＣＳＲ報告書の発行 

（５）環境推進部主催イベントの開催 一般向けイベントを３回開催 

間伐材を活用したＰＲ製品の製作

（６）環境保護団体への寄付 寄付の実施 

（２）環境ＰＲポスターの発行

（４）なんかいの森の間伐材の活用 

（１）クレジット取得の検討実施 

環境への取り組みポスターを年４回発行 

（２）現クレジットの活用実施 

南海電鉄グループ各社の自律的管理体制の構築、マニュ
アル作成研修会の開催 

（２）推進員に対するアンケート調査を行い現行システム
の課題を抽出 

１．地球温暖化抑制

２．循環型社会の実現

３．生物多様性の保全

４．環境マネジメントの
　 深度化

５．効率的な環境情報の
　 開示 
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